


事業概要
1. 期間

開始 ：（西暦）2025年5月
終了（予定）：（西暦）2028年3月(最大2030年3月)

2. 最終目標

3 成果・進捗概要

NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップに準じて，サステナブルな資源を原
料としながら，10$/kgの製造コストを実現する炭素繊維の研究開発を行う．現行
の水素貯蔵タンクに採用されている炭素繊維（引張弾性率:290 GPa，引張強度：
5.8 GPa）と同等品を2030年までに開発することを目標と定め，さらに実際に事業
化（実用化）するための実証検証を開発2年度（2027年度）以内に開始する．



• 本事業を実施する背景や目的

１．事業の位置付け・必要性

2030年目標：10$/kg，引張弾性率290GPaと強度5.8GPa



• 本事業を実施する背景や目的

１．事業の位置付け・必要性

産業界ニーズとの整合

炭素繊維の需要拡大予測

自動車企業との試算結果

2030年 30万台（トラック含む）
CF:11万トン（2020年世界生産量と同等）

2040年には45万トンとも試算

水素タンク用炭素繊維は，
この業界にゲームチェンジをもたらします！



 量

う！

我々の世界唯一無二の低コスト炭素繊維には，
夢と希望が溢れています！







• 研究開発のスケジュール

2 ．研究開発マネジメントについて

• 研究開発の目標と目標設定の考え方（根拠）

中間：引張弾性率240 GPa, 強度4.0 G Pa（航空機等、幅広い用途での活用想定）

最終：引張弾性率290 GPa, 強度5.8 G Pa（水素タンクメーカーと決定）



• 研究開発の実施体制

2 ．研究開発マネジメントについて





• 研究開発の目標及び進捗状況、目標達成に向けたアプローチ

３．研究開発成果について

前身プロジェクト 本プロジェクト
2020年.            2022年.        2024年 2030年
強度 1.7GPa 3.5GPa 4.0GPa以上 5.8GPa

限られた試験回数（経験のみ活用） 加速的進歩が求められる

MI・PIに要するプラットフォーム構築（300条件以上のサンプルを保有）
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• 研究開発の成果と意義

３．研究開発成果について

弾性率200-400GPa、強度4.0以上
が安定製造

PANおよびその類似原料以外から、4.0GPaクラスの
炭素繊維安定製造を実現したのは世界初（＋耐炎化不要）





• 実用化・事業化に向けた具体的な取り組み（計画や戦略等）
• その他、顕著な経済・技術・社会的な効果、人材育成の取り組み等

４．今後の見通しについて

国内唯一の炭素繊維
開発ライン（in 岐阜大学）

用途開拓まで目指した炭素繊維開発を実施中！！

岐阜大学だけで、3名の社会人ドクター
1名の博士コース学生受け入れ中



• 実用化・事業化のイメージ（成果がどのように使われるか）

４．今後の見通しについて

勇気を持って、低コスト炭素繊維開発にご協力を！！






